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100ℓ 培養槽

バイオプロセス開発を
サポート
基礎研究成果から工業化戦略を提案する
開発型バイオエンジニアリング
近年，食・薬・環境・資源といったさまざまな分野でバイオプロセスを利用した製品の開発
が進み，それに必要なバイオプラントエンジニアリングの需要は急速に拡大している．
数多くのバイオプラント設備の設計・建設実績，バイオエンジニアリング技術をもつ 
株式会社 IHIプラントエンジニアリングが提供する「 開発型バイオエンジニアリング  

株式会社 IHI プラントエンジニアリング ( IPEC ) 適化のための開発設備やノウハウが比較的少ない企業を主な対象に，開発段階から設備化まで一貫したサポートを
行っている．
開発用の設備∵∵備∵∵∵はをe̊Ｔ 費，メンテナンス費，減価償却費など，数千万円の年間維持費が掛かる．さらに，企業の大半は基

礎研究に注力して人員を増加させているが，工業化検討を行うことのできる人員は削減傾向にある．大学でもスケールアップ研究を行う学科が減ってきて
おり，相談できる相手が少なくなっているといわれ
ている．

IPEC では，お客さまと共同でプロセスの工業化
検討を行う「 開発型バイオエンジニアリング」を
推進してお

り，開発段階から工業化まで全開発段階
でのサポートを行っている．

IPEC の提供する「開発型バイオエンジニアリン
グ 」の大きな特長は，数多くのバイオプラント設

連続遠心分離機
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備の開発・設計・建設実績をもち，バイオプロセス
技術を有する私たちエンジニアリング会社が，お客
さまと共同でスケールアップ・最適化開発を行うこ
とである．これによって，開発のスピードアップに
よるコスト削減や，設備の最適化による生産性の向
上と安定が実現できる．
開発型バイオエンジニアリングの中核を担う生物
工学実験室には，2 台の


